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「野生の記号」
デザイン学科　ゑ藤隆弘　Takahiro Eto

私にとって本作品は、グラフィックデザインのふるさとを訪ね
るような、私的な研究の一片である。その始まりは日本の家紋
に興味を抱いた学生時代にある。当初は造形に対する興味だけ
だったが、実際に描く事で形の成り立ちや、バリエーション展
開の仕組み、さらには日本人の自然観や美意識、共同体を繋ぐ
社会的な役割を知るに至り、アノニマスな小さな記号たちの豊
かさに感心した。
このような古きものへの個人的興味を出発点としながら、共同
体の記憶に共鳴するような、広がりを持った仕事を実践したい。
個の表現を錬成した先に、たとえ限定的であっても社会性や普
遍性を獲得することは可能なはずだ。
本作での取り組みについて説明すると、トイレのピクトグラム
を想像するとわかりやすいが、記号化の過程で髪のようなディ
テールや身体の厚みは消失する。その失われたものを再び復活
させることで、冷たい記号にささやかな「生」を与えたい。本
来、記号は「何か」を伝えるための道具だが、本作では道具的
扱いから解放し、記号そのものが自律的に振舞うことを歓迎し
ている。
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